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死
亡
原
因
と
し
て
よ
く
耳

に
す
る
「
心
不
全
」。
病
気
の

名
前
で
は
な
く
、
心
臓
に
何

ら
か
の
異
常
が
あ
っ
て
心
臓

の
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
し
、

十
分
な
量
の
血
液
を
全
身
に

送
り
出
せ
な
く
な
っ
た
状
態

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
疲
労

感
、
動
悸
（
ど
う
き
）、
息
切

れ
、
手
足
の
冷
え
、
む
く
み

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

原
因
に
は
心
筋
梗
塞
や
心
筋

症
な
ど
の
心
臓
の
異
常
に
加

え
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
「
心
不
全
は
〝
治
る
〞
こ
と

は
な
く
、〝
う
ま
く
付
き
合

っ
て
い
く
〞
こ
と
が
必
要
で

す
。
高
齢
化
が
進
む
社
会
で

は
、〝
い
か
に
入
院
を
防
ぎ
、

安
心
し
て
自
宅
で
暮
ら
せ
る

か
〞
が
と
て
も
大
切
で
、
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
は
、
そ
の
鍵
に

な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と

吉
田
副
院
長
。 

　
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
医

師
・
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・

薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
・
臨

床
心
理
士
な
ど
、
多
職
種
が

チ
ー
ム
と
な
っ
て
患
者
さ
ん

を
サ
ポ
ー
ト
。
運
動
療
法
を

中
心
に
、
食
事
・
服
薬
・
心

理
面
な
ど
の
生
活
習
慣
改
善

を
行
い
、「
再
発
予
防
」と「
生

活
の
自
立
」を
目
指
し
ま
す
。

　
「〝
動
い
て
い
い
の
か
不

安
〞〝
ま
た
し
ん
ど
く
な
る

の
で
は
と
心
配
〞
と
い
う
声

も
多
く
聞
き
ま
す
が
、
医
学

的
に
安
全
な
範
囲
で
身
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
体
力
や
気

持
ち
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま

す
」と
の
こ
と
。 

　
８
月
ご
ろ
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

室
に
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
専
用

機
器
を
設
置
し
、
入
院
中
だ

け
で
な
く
、
外
来
で
の
リ
ハ

ビ
リ
に
も
対
応
。
退
院
後
も

継
続
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能

に
な
る
予
定
で
す
。

　
「
今
後
は
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
と
も
連
携
し
、〝
地

域
ぐ
る
み
で
支
え
る
心
不
全

ケ
ア
〞
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

患

者
さ
ん
一
人
一
人
が
、
自
分

ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
医
療
を
、
こ
れ
か
ら

も
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
力
強
く
語
り
ま
す
。
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光
生
病
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外
観

「
再
発
予
防
」と「
生
活
の
自
立
」目
指
し
て

多
職
種
チ
ー
ム
が
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

　
「
心
不
全
」は
一
度
発
症
し
入
院
す
る
と
再
入
院
を
繰
り
返
し
や
す
く
、
生
活
の
質
が

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
改
善
に
向
け
、
光
生
病
院
で
は
、
薬
物
治

療
に
加
え
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う「
生
活
に
根
差
し
た
治
療
」に
力
を
入

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
副
院
長
で
循
環
器
内
科
の
吉
田
賢
司
先
生
に
聞
き
ま
し
た
。

地域に根差した心不全治療への取り組み

安心して自宅で暮らすための鍵は心臓リハビリ
光生病院　

「
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る

心
不
全
ケ
ア
」
構
築
へ


